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Ｄ
Ｘ
の
本
質
は
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
課
題
の
解
決
に
あ
る
。

地
域
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け

て
研
究
を
進
め
る
、
滋
賀
県
立
大

学
の
地
域
ひ
と
・
モ
ノ
・
未
来
情

報
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
研
究
と
重

な
り
合
う
形
で
教
育
活
動
も
行
っ

て
い
る
。
そ
れ
が
、
大
学
院
副
専

攻
Ｉ
Ｃ
Ｔ
実
践
学
座“e-PICT” 

（P
ractical E

d
u
catio

n
 

Program
 for Inform

ation &
 

Com
m
unication Technology:

以
下e-PICT

）
だ
。
大
学
院
副

専
攻
と
社
会
人
コ
ー
ス
の
２
コ
ー

ス
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
広
く
実

践
的
な
学
び
を
提
供
し
て
い
る
。

　

e-PICT

で
は
、
必
修
の
情
報

通
信
実
習
Ａ
と
選
択
必
修
科
目

の
数
理
情
報
工
学
特
論
Ⅰ
・
Ⅱ

等
５
科
目
、
そ
し
て
選
択
科
目

が
開
講
さ
れ
て
い
る
。
学
生
は
、

e-PICT

を
統
括
す
る
杉
山
裕
介

准
教
授
の
指
導
の
下
、
お
の
お
の

の
目
標
に
応
じ
て
柔
軟
に
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

大
学
院
生
は
自
身
の
専
門
科
目
と

数
学
系
科
目
を
深
く
学
び
、
社
会

人
は
履
修
科
目
を
す
べ
て
実
習
と

す
る
場
合
が
多
い
。

　

実
習
で
は
専
属
の
指
導
教
員
と

共
に
地
域
の
持
つ
課
題
に
向
き
合

い
、
現
場
で
使
え
る
ス
キ
ル
を
習

得
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
社
会
人

コ
ー
ス
で
は
自
身
が
所
属
す
る
組

織
の
課
題
を
実
習
テ
ー
マ
に
選
ぶ

こ
と
も
可
能
だ
。
所
属
組
織
の
Ｄ

Ｘ
に
取
り
組
み
、
商
品
開
発
や
論

文
発
表
が
な
さ
れ
た
例
も
あ
る
。

　

座
学
講
義
も
充
実
し
て
い
る
。

看
板
講
義
で
あ
る
数
理
情
報
工
学

特
論
Ⅰ
・
Ⅱ
は
、
現
象
数
理
学
・

Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
基

礎
で
あ
る
数
学
を
掘
り
下
げ
て
学

ぶ
。
現
在
流
行
し
て
い
る
技
術
の

背
景
に
あ
る
数
学
を
理
解
す
る
こ

と
で
、
今
後
急
速
に
進
展
す
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
へ
の
応
用
力
を
身
に
付
け
ら

れ
る
。
ま
た
、
選
択
科
目
と
し
て

同
大
学
大
学
院
の
４
研
究
科
か
ら

９
科
目
の
情
報
系
講
義
科
目
が
提

供
さ
れ
て
い
る
。
幅
広
く
他
専
攻

の
科
目
を
学
び
、
分
野
横
断
的
に

活
躍
の
場
を
切
り
拓
く
力
を
養
成

す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い

る
の
だ
。

　

実
習
が
地
域
課
題
の
解
決
や
地

元
企
業
の
Ｄ
Ｘ
に
も
つ
な
が
る
仕

組
み
で
、
一
石
二
鳥
に
も
三
鳥
に

も
な
るe-PICT

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

地
域
と
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
、

地
域
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
中
核
を
担
う
人

材
を
育
て
て
い
く
。

滋賀県立大学

AⅠ・ⅠCＴ分野の
人材育成を通し

地域のDX推進に貢献する

Ｉ
Ｃ
Ｔ
実
践
学
座“e-PICT”

のに
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e-PICT社会人コース受講生の実習風景
彦根梨の色を色彩センサ―で測定
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